
ホタルの山里水越でホタルの乱舞

写真／藤本義一さん（水越）提供

　ご結婚おめでとうございます

震災でめぐり合った赤い糸
　６月１日、熊本地震をきっかけに、御船町で長期間
にわたりボランティア活動をしてきた今田拓郎さん
（長崎県諫早市）と小野愛さん（福岡県朝倉市）がめ
でたく結ばれました。二人が出会ったのは２年前の６
月１日、上益城車検センター。毎日、早く復旧してほ
しいという思いで、がれきの撤去やブルーシート張り
などを一緒に活動していく中、お互いがその姿勢に心
惹かれあい、結婚に至りました。赤い糸で結ばれた二
人は「御船町を応援するために行ったら、逆に勇気を
もらい、お世話になった。そんな温かい御船町で結婚
したかった」と口を揃えて話しました。

ホタルの山里水越～ホタルを見る会
　６月２日、ホタルを見る会が旧水越小学校体育館で
開催されました。公民館水越分館（藤岡曻公民館長）
が主催。会場では、滝尾小学校５年生によるソーラン
節や御船中学校吹奏楽部による演奏などが披露されま
した。辺りが暗くなる20時頃になると、多くの参加
者たちは、水越川に向かい、遊歩道を歩き、ホタルの
舞を観賞しました。ホタルの数は、おととしの豪雨災
害で減少していましたが、今年は回復傾向に。藤岡公
民館長は「地域が元気になるようなイベントをこれか
らも続けたい」と話しました。

お茶の作り方を学ぶ参加者

お茶で復興支援！
　６月２日、（一社）茶道裏千家淡交会が全国の美味
しいお菓子とお抹茶で復興支援をしました。これは、
同会が掲げる“貫道プロジェクト～繋げよう届けよう
支援のこころ熊本へ”を目的に、お茶をすることでふ
れあい、ほっこりとした気持ちになってもらいたいと
いう思いから、町内の施設で開催。街なかギャラリー
では、同会の青年部の指導のもと、子どもから大人ま
での幅広い年代でお抹茶づくりや和菓子づくりを体験
し、茶道を学びました。参加者たちは、お茶を飲みな
がら、ゆっくりとした時間を過ごしました。

吉本敏治総務課長から修了証を授与される団員たち

消防技術の向上のために
　６月７日、町消防団（内村光宏団長・421人）では、
消防技術を深めたいと志願した団員たちが、消防学校
の教育訓練を受講しました。受講したのは、消防ポン
プの使い方や整備などに関すること。講習を受けた後、
実際にポンプを使った実技訓練がありました。火災の
現場ではなくてはならない消防ポンプ、団員たちはそ
の重要性を改めて実感していました。受講した第７分
団の田中崇史団員は「消防ポンプの細かい操作なども
学んだ。今後は迅速な初期消火に活かしたい」と話し
ました。 認定こども園みどりの里でのむし歯予防教室の様子

母子保健推進員がむし歯予防教室
　６月、町母子保健推進員（川上愛子代表・16 人）
が活動の一環で、町内の保育園・認定こども園７園に
むし歯予防教室を行いました。母子保健推進員による
エプロンシアターでは、“カバ君”のキャラクターが
主役となり、歯磨きの大切さを伝えました。歯科衛生
士からは、音楽に合わせたブラッシング指導が行われ、
園児たちは、楽しく、正しい歯磨きを学びました。川
上代表は「この活動を通して、子どもたちが正しい歯
磨き習慣を身につけ、むし歯が少なくなることを願っ
ています」と話しました。

給食を食べながら、楽しく意見交換している様子

給食に郷土料理を！
　６月21日、町食生活改善推進員協議会（山下明美
会長・14人）が町給食センター（宮﨑靖所長）を視
察しました。同協議会は、日ごろ料理教室をしている
ことから、給食センターの現況を知ることで、さまざ
まな料理の知識を共有できるのではないかと思い視察
しました。給食を食べながら、意見交換をし、交流し
た宮﨑所長は「今後は、御船町の特産品を使った郷土
料理をつくっていければ」と今後の方針を語りました。
　

演奏終了後、吹奏楽部への指導・交流がありました。

表彰された岩男相談委員

サントリーがコンサート
　６月11日、サントリーホールディングズ㈱が熊本県
立劇場・（公財）九州交響楽団と協同で「みんなのまち
のコンサート」を小坂小学校と御船中学校で開催しまし
た。これは、サントリー水の国くまもと応援プロジェク
トの一環で、「震災で傷ついた心を音楽の力で元気に！」
を目的としています。御船中学校では、フルートやクラ
リネットなどの楽器でクラシックを演奏し、生徒たちは
素敵なハーモニーに聴き入っていました。吹奏楽部の寺
崎菜月さん（中３）は、「音楽の表現の力で、聴いてい
る人の心に届くような演奏をしたい」と話しました。

地域の身近な相談窓口として
　６月13日、御船町の行政相談委員である岩男寛文
さんに、住民から寄せられるさまざまな相談の解決に
尽力したことで、熊本行政評価事務所長から感謝状が
贈られました。当相談委員は、県内で113人が任命さ
れており、今年は岩男相談委員を含め８人に贈呈され
ました。岩男相談委員は「これからも町民の立場に立
ち、町民に寄り添いながら、相談に応じたい」と話し
ました。
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